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平成２５年度事業計画 

１ 基本方針 

一般社団法人としてスタートして２年目となる平成２５年度は、新しい公益の

担い手として活動を進めるとともに、引き続き、当協会の活動の基本方針である

ビジョンの実現に向け、平成２５年度における事業計画を定め、活動を推進する。 

 

一般社団法人テレコムサービス協会ビジョン 

情報通信ネットワーク社会構築のための重要な担い手として、 

・多様な情報通信サービスの創出 

・健全な競争市場の発展 

・安全･安心なネットワーク社会の実現 

を活動目標とし、これらの活動により 

・事業者のビジネスに貢献するとともに 

・消費者の利益と地域社会の発展及び公共の福祉 

に資することを目的とする。 

２ 平成２５年度事業計画の重点項目 

⑴ ＩＣＴ研究会（仮称）の活動による協会活動の活性化 

ＩＣＴに直接関わる企業のみならず、ＩＣＴを必要とする様々な企業等が創

造性、倫理感、使命感、実行力をもって共に活動するために、ＩＣＴ利用に関

する All Japan としての経済活動、政策提言、実ビジネスの展開を行うことを

目標として、志を共にし、それぞれが培ってきた叡智と経験を集結し、我が国

の発展に資することに共感する企業や個人が集う場として次の活動を行う。 

・ＩＣＴを必要とする様々な産業におけるＩＣＴ利活用を推進し、経済発展を

生み出す活動 

・様々な業種業態、企業間の繋がりを作ると同時に、実ビジネスを生み出す  

活動 
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・グローバルな視点で広く開かれた実のあるＩＣＴ政策の提言 

⑵ 委員会活動、支部活動の活性化及び会員拡大活動 

平成２５年度は、協会活動の両輪である委員会活動及び支部活動の活性化を

図るため、同活動に参画していただける会員企業の拡大に努める。そのために、

メールニュース・ホームページ等による情報発信の一層の充実に取り組むとと

もに、各支部において活用のできる支部活動パンフレットを作成し支部におけ

る活動の活性化を推進する。 

情報通信に関連する最新のトピックスをテーマに、会員企業を始め電気通信

事業関係者を対象にした講演会を各支部において実施する。 

また、支部会長会議の開催による会員相互間の情報共有の取り組み等を通じ

て協会活動の活性化に取り組むこととする。 

上記の活動を通して、会員の拡大活動に取り組むこととする。 

⑶ 意見提言等の活動 

総務省ＩＣＴ政策、次世代ネットワークへの対応についても、引き続き、プ

ラットフォームのオープン化による複数のプラットフォーム事業者の競争に

よる多種多様なサービスが出現する環境の構築を目指して意見提言等を行っ

ていくこととするほか公正競争確保への活動も継続して実施していくことと

する。 

⑷ 電気通信４団体等の活動への貢献 

「電気通信サービス向上推進協議会」、「プロバイダ責任制限法ガイドライン

等検討協議会」活動等を通して、引き続き、安全･安心なネットワーク社会の

実現に向けた取組みを行っていくこととする。 

⑸ 違法・有害情報相談への対応 

当協会の有する相談対応の実績やノウハウを有効に活用し、違法・有害情報

相談センターの円滑な業務運営への支援を行う。 

３ 総会等の開催 

⑴ 総会・理事会等 

① 平成２５年６月に総会及び理事会、平成２６年１月に理事会を開催する
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他、必要に応じ、臨時の会議を開催する。 

② 支部の一層の活性化及び連携強化を図るため、全国支部会長会議を１０

月に関東支部で開催する。 

③ 賀詞交歓会など会員相互間の意見交換の場を、総務省幹部の出席も得て開

催する。 

⑵ 運営幹事会 

① 運営幹事会を、原則として毎月１回開催する他、必要に応じて開催する。 

② 総務省幹部との意見交換会の開催を計画する。 

４ ＩＣＴ研究会関連の活動 

⑴ ＩＣＴ研究会 

今年度において、活動の母体となる研究会を立ち上げる。 

⑵ ＩＣＴ利用促進ワーキンググループ 

様々な業種業態に関する問題点を把握し、ＩＣＴ利用がもたらす効率化を検

討する。まずは、各業種の企業や団体との情報交流から行い、生の声を集め、

検討すべき内容は、別にワーキンググループを設置し対応する。２か月に１回

開催する。 

⑶ 新ネットビジネス 

企業の実ビジネスに直結し、テレサ協会員のみならず多くの企業の利益につ

ながる活動を行う。 

① 地域協議会のとの協業 

地域にあるＩＣＴ関連の協議会などとの協業を行い、ＩＣＴを実ビジネス

とする地域密着型の活動を広める。３回程度の協業イベントを行う。 

② 本部主体の活動及び支部主体の活動 

旧来のネットビジネス２１の活動及び本部のＩＣＴ活性化プロジェクト

を統合し、より実ビジネスにつながる活動を行う。 

⑷ プレゼンス検討会 
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当協会へ求められる価値が変わってきている。当協会自体のキャラクタやプ

レゼンスを変えて時代の流れに沿った活動ができる目的を考える。広く意見を

求めるためＩＣＴ研究会の下に設置する。 

５ 委員会等の活動 

⑴ 企画運営委員会 

○平成２５年度活動目標 

① 事務局・協会活動全般の運営に関する提言・助言 

② 各委員会活動の企画支援、総合調整 

③ 会員会社の事業実態調査の実施 

④ 広報活動の支援 

⑤ 新たなワーキンググループの設置検討 

○具体的計画（活動のタイムスケジュール等含む） 

① 事務局・協会全般活動の運営に関する提言・助言 

・税制改正要望に関する意見集約と要望提出 

第２四半期・・・税制改正要望書対応 

第３四半期・・・税制連絡協議会ヒアリング対応 

・平成２５年度予算執行状況の確認 

第２四半期・・・予算執行状況の中間チェック 

第４四半期・・・予算期末総括 

・平成２６年度事業計画・予算要求についての検討 

第３四半期・・・来年度予算要求についてチェック 

・地域活性化・会員増対策ワーキンググループの活動支援 

テレサ協の事業に関する企画提案について、地域活性化・会員増の視点

での検討を進める（ワーキンググループ開催、随時対応） 

② 各委員会活動の企画支援、総合調整 

・各委員会の活動計画の審議・決定と評価 

２５年 ５月・・・各委員会の２４年度期末評価 

２５年度活動計画の調整 

２５年１１月・・・中間評価 
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③ 会員会社の事業実態調査の実施 

７月～１１月・・・調査実施 

１２月   ・・・報告書完成 

④ 広報活動の支援 

第１四半期 ・・・協会パンフレットの改版（組織見直し対応等） 

⑤ 新たなワーキンググループの設置検討（随時対応） 

協会運営に必要と思われる課題を検討するワーキンググループ設置 

⑵ 政策委員会 

○平成２５年度活動目標 

情報通信政策の動向把握と対応 

・次世代ネットワークに係る政策・制度に関する提言等 

・情報通信分野の競争政策・新事業創出戦略などに関する提言等 

・その他情報通信に関する提言等 

○具体的計画 

① 情報収集（随時） 

・ブロードバンド普及促進への対応 

・ＬＴＥネットワークの進展に伴うＦＭＣ環境に向けた政策面、市場動向

調査 

・ビッグデータの活用の在り方等（ライフログも含む）の調査・研究 

・国民本位の電子行政の実現とマイナンバー制度の対応 

② 意見・要望等の提出（随時） 

・総務省「光の道」構想のその後の状況のフォロー 

・ブロードバンド及びＦＭＣ環境のオープン化への対応 

・ＰＳＴＮからＩＰ化への移行等への対応 

・ＩＰｖ４アドレス枯渇の現状とＩＰｖ６への対応 

・「ブロードバンド普及促進のための公正競争レビュー制度」に関する意見

募集への対応 

③ 委員会の定例開催 毎月１回（８月を除く） 

・重要課題の対応及び意見交換 

④ 会員向けセミナーの開催（随時） 
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・ＩＣＴ政策関連セミナー  

・ＩＰｖ６関連セミナー 

・ＮＴＴ東西（キャリア）等による商品・サービス紹介セミナー 

⑶ 技術・サービス委員会 

○平成２５年度活動目標 

① 電気通信に関する技術動向の情報収集調査・研究 

② 電気通信に係わる技術基準、電話番号帯の変更等の技術的課題への対応 

③ 情報通信の安全・信頼性確保対策の課題等について調査・研究等 

④ 業界を挙げての地球温暖化防止対策に関する取組みについて活動状況等

の情報提供 

○具体的計画 

① 委員会の定例開催 （毎月１回開催予定） 

下記、取り組みについて情報集収、意見交換を実施する。特に重要と思

われる案件については、当委員会に留めることなく、運営幹事会等の場も

活用して課題を共有する。 

・災害に強いネットワーク構築やスマートフォンの急激な普及に対応する

情報通信ネットワークの安全・信頼性確保対策の課題等について、「ＩＰ

ネットワーク設備委員会」など総務省の主催する委員会・研究会・協議

会等へ参加し、電気通信事業分野に係わる技術・サービス動向や取り組

み状況について調査・研究を行う。 

・ＩＰネットワーク（特にＩＰｖ６普及）に係わる技術動向や、課題とな

っている項目への対処方策について調査・研究、各種委員会への対応を

実施する。 

・ブロードバンド普及促進（ＮＧＮの利活用）に関する取組みについて、

政策委員会と連携して情報共有を行う。 

・電気通信番号の係わる技術的課題について情報収集調査・研究を行う。 

・情報通信セキュリティに係わる課題への対応 

・ベンダーと電気通信事業者で構成している「ＩＣＴ分野におけるエコロ

ジーガイドライン協議会」に参画し、エコロジーガイドライン普及促進

の継続的な支援を行う。 
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・その他、新たなネットワーク技術（新世代ネットワーク、ＳＤＮ、ビッ

グデータ等）の標準化動向、技術動向の調査・研究を行う。 

② その他の活動 

総務省など、各種委員会・ワーキンググループ等への対応。（随時対応） 

○その他、特記事項・留意事項 

技術・事業的課題を共有し、総務省関係委員会等にて、意見・要望・提言

等を業界代表として実施する。 

⑷ サービス倫理委員会 

○平成２５年度活動目標 

インターネット等に関する法制度や事業者における課題への情報発信を

通じて、インターネットの適正な利用環境の整備を推進する。 

① インターネット上の違法・有害情報へのさまざまな対応などが求められ

ていることから、これらの動きに積極的に関与し、事業者の立場でインタ

ーネットの利用環境の整備を推進する。 

② 電気通信サービスにおける消費者保護の観点の取り組みを通じて、安

全・安心なネット社会の実現を目指す。 

○具体的計画（活動のタイムスケジュール等含む） 

① サービス倫理委員会を毎月開催（４月・８月を除く）し、重要課題の検討

及び情報交換を行う。 

② 電気通信サービス向上推進協議会の活動を推進し、広告表示自主基準及

びガイドラインの適切な運用や、業界としての苦情・相談体制などを検討

する。 

③ 認定個人情報保護団体の団体構成員として主要な役割を果たすとともに、

業界に対する個人情報保護の周知を推進する。 

④ プロバイダ責任制限法関連協議会の活動を推進し、法律及びガイドライ

ンの適切な運用を確保する。 

⑤ インターネット接続サービス安全・安心マーク推進協議会の活動を支援

し、安全・安心マーク制度の普及及び審査委員会における審査などに対応

する。 

⑥ ファイル共有ソフトを悪用した著作権侵害対策協議会の活動に参画し、
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対策を推進する。 

⑦ インターネットコンテンツセーフティ協会の活動に参画し、児童ポルノ

掲載アドレスリスト作成管理団体として児童ポルノ画像が掲載されたサイ

トに係るアドレスリストの作成・管理、違法コンテンツの流通を防止する

ために民間事業者等が講じる各種取組みを支援する。 

⑧ 総務省や警察庁等における懇談会、研究会等に参画し、業界の立場で適

切に対応する。  

⑨ その他 

他通信団体等とも連携しインターネット上の安全・安心を推進する。 

⑸ 市場監視委員会 

○平成２５年度活動目標 

① 会員からの不公正と思われる取引に関する情報の収集及び苦情・相談受

付・対策等、市場監視活動を行う。 

② ＩＰ化の進展、垂直統合ビジネスモデルの拡大可能性等の市場環境も考

慮に入れた公正競争ルールの改善に向けた活動を行う。 

○具体的計画 

① 本部からの情報発信 

不適正取引と感じられる情報等を発信し、各会員の企業活動支援を行う。

（不公正と思われる事例、総務省の動き等； 随時） 

② 会員からの情報収集 

現場の「生の声」を聞くために総務省「ブロードバンド普及促進のための

公正競争レビュー制度」等の意見募集に関し意見照会を実施する。 

また、会員へアンケート（不適正と思われる事例等）については、総務

省への意見提起状況を踏まえ、同委員会で扱うべき内容があれば実施する。 

③ ＩＰ化への対応（ＮＧＮ，ＭＶＮＯを含む） 

今後のＮＧＮ等に関する公正競争については、政策委員会等との連携を

深めながら総務省へ意見提起 等  

④ 委員会の開催 

原則、会員からの申告等及び公正競争絡みで審議が必要なとき行う。 

⑤ 総務省との意見交換 
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随時 

⑹ 支部連絡会 

○活動の基本視点等 

支部活動の強化と活動の活性化等を基本視点として、支部の運営・活動に

ついて支部間・支部本部間の情報交換を図り、支部活動に反映していくこと

を基本とする。 

○具体的な活動内容 

① 連絡会活動は、年４回の定例開催を原則とする。 

② 連絡会では、会員増対策、活動の活性化方策、会員への情報発信の在り

方等について情報交換を行い、支部活動に資することとする。 

③ 会員参加型の新ネットビジネス事業を展開し、支部会員の参加を図る。 

④ また、支部の運営や活動方針、重要な事務処理方法等について、必要に応

じ運営幹事会に提言を行う。 

⑤ 施策の実施、全国地域情報化に関する関係機関との連携を図る。 

⑺ ＯＮ（オープンネットワーク）協議会 

○活動の基本視点等 

ＮＴＴ東西地域会社の提供するサービスに関し顧客満足度向上のため、Ｎ

ＴＴ東西地域会社とテレサ協との間で率直な意見交換を通じて協議を推進

する。 

○具体的な活動内容 

① テレサ協会員企業のＮＴＴ東西地域会社に対する改善要望事項のとりま

とめと改善策について協議する。 

② ＮＴＴ東西地域会社の新サービスについてタイムリーに情報入手し、テ

レサ協会員企業で情報共有をする。 

③ ＯＮ協議会活動を通じて、ＮＴＴ地域会社に係るエンド・ユーザのＣＳ

（顧客満足度）の向上を図る。 

⑻ ＭＶＮＯ協議会 
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○活動の基本視点等 

ＭＶＮＯに係る事業に関する情報交換、ＭＶＮＯに関係する課題の抽出と

解決策の検討及び調査研究を行う。 

○具体的な活動内容 

・モバイルビジネス等に関する講演会及び意見交換（６、１１月） 

・ＭＶＮＯ事業化ガイドライン及び関係法令・関係ガイドラン等について 

総務省等への意見提言 等 

６ その他の事業 

⑴ インターネット接続サービス安全・安心マークに係る審査業務 

○平成２５年度活動目標 

① インターネット接続サービス安全・安心マーク推進協議会の活動を支援

する 

② 安全・安心マーク取得・更新の一次審査の実施 

③ 安全・安心マーク二次審査委員会の開催 

④ 安全・安心マーク取得事業者のセキュリティ障害・個人情報漏洩に関す

る事故報告の取りまとめの実施 

○具体的計画（活動のタイムスケジュール等含む） 

① インターネット接続サービス安全・安心マーク推進協議会活動支援 

・安全・安心マーク制度の普及（随時） 

インタネットプロバイダー協会と連携し、説明会に参加する 

・安全・安心マーク推進協議会の総会開催支援 

７月開催の総会開催準備（会場手配・資料配布）を実施する 

・事業年度の経費についての報告 

３月末に事業年度の申請件数、経費について報告をする 

② 安全・安心マーク取得・更新の一次審査の実施 

・８月マーク使用開始事業者 

５月～６月・・審査資料の受付、一次審査実施、審査結果とりまとめ 

・１２月マーク使用開始事業者 

９月～１０月・・審査資料の受付、一次審査実施、審査結果とりまとめ 
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・４月マーク使用開始事業者 

１月～２月・・審査資料の受付、一次審査実施、審査結果とりまとめ 

③ 安全・安心マーク二次審査委員会の開催 

・７月、１１月、３月に審査構成委員を集め、二次審査を実施する 

申請書類の閲覧準備、審査資料準備、審査委員会開催事務 

④ 安全・安心マーク取得事業者のセキュリティ障害・個人情報漏洩に関す

る事故報告の取りまとめの実施 

・７月、１１月、３月実施の二次審査委員会に事故報告書としてとりまと

め報告する。 

⑵ キャリアズレートに係る証明業務 

ＩＮＳネット１５００回線及び専用サービスの「事業者向け割引料金（キャ

リアズレート)」について、キャリアズレートの適用を受けようとする電気通

信事業者に対して、電気通信事業を実施していることの確認審査を行い、確認

証を発給する業務を、引き続き、実施する。 


